
◆車両情報登録

自動車の税計算情報の設定方法を変更しました。

（車販注文書とインターフェースと統一しました。）

リサイクル預託金を手動で更新できるようにしました。



「わ」「れ」ナンバーの場合、レンタカーが自動で ✔

されるように改善しました。

また、登録車のレンタカーが ✔ の場合、

・車検サイクルは自動的に１年でセットされます。

・自賠責料金が12ヶ月で自動計算されます。

車両登録区分を追加しました。

・車両登録（車両登録画面で新規入力して保存した場合）

・仕入販売（車両仕入または注文書作成時に、新規保存した場合）

・コンバート（旧システムからデータ移行した場合）

車両管理区分を追加しました。（廃車チェックの機能を拡張しました。）

・顧客車両（通常運用で作成された車両の場合に選択します。）

・廃車 （廃車・永久抹消にした車両の場合に選択します。）

・売却車 （業販で売却した車両の場合に選択します。）

・自社販売（自社で販売した車両の場合に選択します。）

・管理外 （管理する必要のない車両の場合に選択します。）

システムで自動選択されますが、手動で変更することができます。

乗車定員３・最大積載量３・車両総重量３の入力項目

を追加しました。



車両管理区分は、「廃車」「売却車」「自社販

売」は、区分名称と非表示・管理外・削除フラ

グを変更することができます。

【各フラグの役割】

非表示：顧客車両検索の一覧で非表示にすることができます。

管理外：管理しない車両。各画面の車両選択に表示されません。

（以前の廃車チェックと同じ動作をします。）

削 除：プルダウンリストに表示されません。



・車検証情報を新規登録した日付を保存し、表示するようにしました。

→ 既に登録済みの車両は記録されていないため、ブランクになります。

・車検証情報を最後に更新した日付を表示するようにしました。



電子車検証の情報を表示する項目を追加しました。

電子車検証により、車検証備考の記載事項をデータとして保存できるように

なりました。


